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一…
…
白
川

家
族
保
険
で
明
る
い
家
庭
生
活
を

一
……

て

…

…

寝

室

が

四
月
早
々

入

後
に
生
ま
れ
た
子
一と
も
に
は
内

需

に

b
E
山

に

一
兆
円
の
大
台
を
突
破

保
険
が
つ
〈
（
保
険
料
は
か
わ
ら
な
い
〉

目
ト

コ

…
し
ま
し
た
。

と
い
う
利
点
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
新
附

…
道
：
…

政
府
の
財
政
資
金
と
し
て

・
家
曜
、
多
子
家
庭
に
は
う
っ
て
つ
け
の
保

。

山
都
道
府
県
や
市
町
村
へ
融

険
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

－

h
v
u
資
さ
れ
て
い
る
郵
便
局
の

郵
便
局
で
は
家
族
保
険
の
利
用
申
し
込
み

i

：
 

一
……

取
町
山
川
簡
易
保
険
の
資
金
は
「
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

一
……

甲
本

山
ん
な
の
積
立
金
を
み
ん

な

泊

－
川

U
M
山
の
た
め
に
（
地
方
還
元
〉

一
……

54
山川

」
と
い
う
趣
旨
か
ら
地
方

一
川

市
問

川

自
治
団
体
へ
低
利
で
貸
し

・
ぺ
J

山
山
付
け
、
立
た
ち
の
町
の
学

．1
d
川

校
、
病
院
、
住
宅
、
水
道

』

L

山

道
路
な
ど
公
共
事
業
の
挫

山

1uh
……

設
宮
山
け
、
引
る
い
町
づ

4

…
一
深

川

く

り
に
貢
献
し
て
い
・ま
す

一
…

vd
川

朝

日

町
で
も
昭
和
三
十
七

山

訂

川

年
度
中
に
融
資
さ
れ
た
陥

…

4μ
川

易
保
険
の
資
金
は
、
統
合

一
……

也一
E

U

泊
中
学
校
建
築
、
都
市
計

川
！”
l

・
川

倒
、
簡
易
水
道
、
八
ム
営
佐

宅
等
の
事
業
に
対
し
、
四

八
五
コ
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
従
来
融
資

さ
れ
た
も
の
と
合
わ
せ
る
と
こ
の
一
年
間

に
一
憶
円
以
上
の
資
金
が
私
た
ち
の
町
に

佼
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
簡
易
保
険
は
終
戦
後
に
大
量

加
入
し
た
契
約
が
こ
こ
一
二
、
四
年
の
う
ち

に
集
中
的
に
満
期
と
な
る
の
で
、
た
く
さ

ん
の
満
期
保
険
金
を
支
払
っ

た
あ
と
の
資

笠
の
穴
邸
め
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
し
た

吋
地
方
融
資
の
財
糠
確
保
に
簡
易
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
／
H

こ
ん
な
呼
び
か
け
で
泊
郵
便
局
で
は
「
簡

易
保
険
資
金
一
兆
円
突
破
記
念
家
族
保
険

新
加
入
運
動
」
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
し

家
扶
保
険
と
は

一
枚
の
保
険
証
書
で
家
族

企
部
を
保
障
す
る
、
い
わ
ば
家
族
ぐ
る
み

の
簡
易
保
険
で
、

一
家
の
主
柱
に
万

一
の

こ
と
が
あ
っ
た
場
合
、
保
険
金
を
支
払
っ

た
後
保
険
料
を
払
い
込
ま
な
い
で
家
族
の

保
障
を
続
け
る
と
い
う
特
色
が
あ
り
、
加

車i

便

局

建
設
中
の
統
合
泊
中
学
校

泊

病

院

基

準

寝

具

実

施

使
用
料
一
日
四
十
三
円

泊
病
院
で
は
六
月

一
臼
よ
り
基
準
寝
具

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
基
準
寝
具
の
実

施
と
は
、
入
院
す
る
場
合
寝
具
を
持
参
す

る
必
要
は
な
く
、
病
院
で
準
備
し
て
あ
る

寝
具
を
使
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

包
布
、

敷
布
等
は

一
週
間
に
一
度
洗
た
く

し
ま
す
の
で
、

快
適
で
清
潔
な
も
の
を
使

用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
従
っ
て
入
院
の

際
は
身
の
ま
わ
り
品
さ
え
持
参
し
て
い
た

だ
け
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

寝
具
類
の
貸
与
に
よ
る
入
院
患
者
の
費

用
は
、

一
日
四
十
三
一円
の
額
を
そ
の
保
険

加
入
の
種
別
に
よ
る
自
己
負
担
と
保
険
給

付
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば、

国
民
健

康
保
険
に
加
入
の
方
は
、

一
日
四
十
三
一円

の
半
額
が
自
己
負
担
、
全
額
給
付
の
保
険

に
加
入
の
方
は
、
勿
論
負
担
額
は
あ
り
ま

せ
ん
。重傷
患
者
の
附
添
人
に
対
し
て
も
、
寝

具
の
貸
与
を
い
た
し
ま
す
が
、
こ
の
場
合

一
日
四
十
三
円
の
費
用
を
徴
枕
す
る
こ
と

と、

寝
具
の
数
に
も
限
度
が
あ
り
ま
す
の

で
入
院
忠
者
が
多
く
寝
具
不
足
の
場
合
は

克
子
山
米
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
ず
か
ら
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

基
準
寝
具
を
出
火
飽
い
た
し
・
ま
す
と
、
・桜

リ
パ
の
持
参
入
院
を
希
望
さ
れ
て
も
、
そ
れ

に
応
ず
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
ご

γ
知
羽
い
ま
す。

泊
病
院
基
H

川
ド
寝
具
実
施
に
一
一
胞
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総
合
開
発
特
委

管
内
踏
査
行
わ
る

議
会
総
合
開
発
特
別
委
員
会
（
委
員
長

酒
井
栄
氏
）
の
管
内
踏
査
が
五
月
二
十
九

日
、
三
十
日
の
両
日
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

第
一
白
は
境
川
坊
の
水
利
状
況
、
奥
地
の

山
林
状
況
、
宮
崎
海
浜
、
自
然
偉
物
館、

以
山、

七
重
滝
、
笹
川
水
利
状
況
を
み
、

さ
ら
に
三
峰
ス
キ
l
場
を
経
て
池
の
原
、

奥
右
谷
、
荒
戸
谷
、
相
の
又
の
水
利
状
況

を
み
て
日
程
を
終
了
、
第
二
日
は
小
川
上

流
の
水
利
状
況
、
奥
地
開
発
状
況
、
山
合

川
上
流
、
棚
山
周
辺
を
踏
査
す
る
予
定
の

と
こ
ろ
、

雨
の
た
め
計
画
を
変
更
し
、
棚

山
貯
水
地
周
辺
を
み
て
踏
査
を
終
了
し
ま

し
た
。

踏
査
の
結
果
に

つ
い
て
は
一
カ
月
以
内
に

各
委
員
の
意
見
を
集
約
さ
れ
て
当
局
に
具

申
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
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め
開
発
が
取
り
残
さ
れ
て
い
た
地
点
の
多

い
こ
と
な
ど
に
よ
り
近
年
の
開
発
地
点
は

補
償
費
の
建
設
費
に
占
め
る
割
合
が
増
大

の
一
途
を
た
ど
り
、
経
済
上
水
力
発
電
を

ま
す
ま
す
困
難
な
ら
し
め
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
政
府
の
倍
増
計
画
に
お
け

る
電
力
需
用
の
伸
び
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
第
二
表
に
示
す
よ
う
に
電
力
設
備
は

著
し
く
増
大
す
る
。
従
っ
て
そ
れ
ら
に
要

す
る
資
金
は
第
三
表
に
見
ら
れ
る
と
お
り

従
来
に
比
べ
実
に
莫
大
な
資
金
量
と
な
り

ま
す
。

毎
年
四
、
八

O
O億
円
の
工
事
所
要
資
金

を
調
達
す
る
こ
と
は
電
気
事
業
に
と
っ
て

極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
こ
こ
数
年

は
電
力
資
金
の
十
分
な
調
達
は
な
か
な
か

困
難
と
思
わ
れ
、
か
な
り
の
努
力
を
必
要

と
し
ま
す
。
な
お
新
規
設
備
の
発
電
原
仙

が
既
設
設
備
の
発
電
原
価
を
上
ま
わ
る
こ

と
ば
最
近
の
物
価
の
上
昇
か
ら
見
て
も
極

め
て
当
然
で
あ
り
ま
し
て
、
建
設
費
の
高

い
水
力
開
発
を
一
応
見
送
っ
て
試
算
し
て

見
ま
し
て
も
附
和
四
十
五
年
度
に
お
け
る

電
力
原
価
の
水
準
は
全
国
平
均
で
現
在
の

水
準
を
二

O
Z内
外
上
ま
わ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
四
十
五
年
度
以
降
に
お
い
て
は

技
術
の
進
歩
、
電
力
需
用
増
加
の
鈍
化
等

に
よ
り
、
総
括
原
価
の
上
昇
は
頭
打
ち
し

緩
慢
な
下
げ
傾
向
を
辿
る
も
の
と
推
察
さ

れ
ま
す
。
国
民
所
得
倍
増
計
四
に
お
け
る

電
力
長
期
計
画
の
概
姿
に
つ
き
ま
し
て
は

以
上
申
し
述
べ
ま
し
た
と
お
り
で
あ
り
ま

す
が
、
電
気
事
業
が
わ
が
闘
経
済
の
什
品
川
肘

産
楽
で
あ
り
、
公
益
蔀
柴
で
あ
る
こ
と
を

考
え
ま
す
と
き
、
電
源
開
発
の
遂
行
は
倍

増
計
画
達
成
の
大
前
提
と
も
云
え
る
わ
け

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
制
U
計
画

の
よ
う
に
数
多
く
の
問
簡
が
納
た
わ
っ
て

い
る
の
で
、
電
気
事
業
者
の
努
力
は
勿
論

受
け
入
れ
側
の
地
元
を
は
じ
め
と
し
て
関

係
各
方
面
の
理
解
と
協
力
が
強
く
望
ま
れ

る
所
以
が
あ
り
ま
す
。

最
近
間
胞
に
な
っ
て
い
る
河
川
法
の
改
正

も
か
く
の
如
く
一
町
一
村
に
こ
だ
わ
り
い
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た
ず
ら
に
相
手
の
足
を
引
っ
．
は
り
合
い
自

治
体
は
固
と
い
う
大
黒
柱
の
支
え
で
あ
る

と
い
う
思
解
が
出
来
な
い
か
ら
、
い
つ
に

な
っ
て
も
悶
民
経
済
の
基
礎
を
な
す
大
切

な
公
話
事
業
も
現
行
法
で
は
と
う
て
い
そ

の
進
肢
が
認
め
ず
、
国
家
的
見
地
か
ら
水

の
も
つ
経
済
制
値
を
多
目
的
利
用
に
よ
っ
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最
高
度
に
別
府
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、
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長
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闘
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た
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現
行
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一
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口

一

れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
扶
我
控
除
な
ど
の

「
！
一

躍

H
O
大

一

控

除

が

認

め

ら

れ

て

い
な
い
方
が
あ
る
こ

め
て
行
く
こ
と
は
至
極
当
然
の
処
置
で
あ
と
で
す
。

る
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
（
つ
づ
ぺ
）
こ
れ
は
税
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

議
会
副
議
長
宮
下
’
・
い
も
の
で
申
告
書
米
提
出
の
方
々
に
は
誠
に

総
閑
特
別
委
員
長
市
チ
分
お
気
の
毒
で
す
が
止
む
を
得
ま
せ
ん
。

今
年
度
は
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
が
、
毎
年

納

税

に

ご

協

力

を

弓
・
作
品
一
一
仰
は
州
抑
制
れ
り
…
…

六
月
三
十
日
に
は
町
県
民
税
の
徴
税
令
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

書
が

配

付

さ

れ

ま

す

。

ま

た

納

税

に

は

前

約

と

い

っ

て

報

償

金

こ
の
町
県
民
税
は
今
脊
三
月
み
な
さ
ん

の
つ
く
有
利
な
方
法
を
利
用
し
て
く
だ
さ

か
ら
申
告
書
の
提
山
を
求
め
ま
し
て
そ
れ
い
。
徴
税
令
書
を
持
参
し
て
役
場
の
窓
口

を
法
院
と
し
て
、

税
務
署
や
公
共
職
業
安

で
前
納
す
る
と
口
頭
で
言
っ
て
く
だ
さ
れ

定
所
、
そ
の
他
関
係
機
関
の
資
料
会
調
べ
ば
、
前
単
に
で
き
ま
す
。

て
諜
税
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
報
償
金
は
前
納
す
る
月
数
に
よ
る
も
の

た
だ
桟
念
な
こ
と
は
申
告
書
を
拠
出
さ
で
、
月
一
分
の
別
会
い
で
す
。
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小
中
学
校
の
理
科
教
育
振
興
目
ざ
す

大
家
庄
小
学
校
に
併
設
し
て

昭和 38年 6月 10日
月刊〈毎月 10日発行〉

朝日町に理科教育センター設置

ひ

朝
日
町
の
小
中
学
校
の

理
科
教
育
振
興
に
資
す
る

た
め
、
地
方
教
育
行
政
の

組
織
に
関
す
る
法
部
の
規

定
に
基
き
理
科
教
育
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
大
家

庄
小
学
校
に
併
設
し
て
本

年
四
月

一
日
か
ら
次
の
陣

容
で
発
足
し
ま
し
た
。

A

心
理
科
教
育
セ

γ
タ
l
運

営
蚕
員

泊
中
学
校
長
調
田
清

山
崎
小
学
校
長

森
群
平

小
川
中
教
頭
上
村
益
治

佐
川
小
H

H

航

貞

雄

学
教
研
理
科
部
大
森
行
雄

教
育
長
代
理
平
坂
義
一

ム
理
科
セ
ン
タ
ー
職
員

所
長
林
得
明
（
衆
任
）

所
員
長
津
高
尾
〈
専
任

主
事
〉

所

員

大

森
行
雄
（
兼
任
研
修
員〉

H

永
井
雄
次
郎
〈

H

〉

H

水
島
吉
男
〈

一W

）

H

井
上

武

智

〈

H

〉

H

坂
井

一
郎
〈

H

）

H

長
崎

光

男

〈

H

）

H

笹
川
寿
斐
枝
（

H

）

川

町

中
島

和

子

〈

H

〉

事
務
氷
見
八
郎
（
教
委
、

兼
任
）

な
お
実
践
内
容
と
し
て
次
の
詰
項
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

て

目
的
小
中
学
校
の
理
科
教
材
に
必

要
な
実
験
、
観
察
器
具
約
制
の
工
作
に
必

要
な
施
設
設
備
を
設
け
、
教
材
研
究
と
各

学
校
に
お
け
る
設
浦
、
備
品
の
充
実
活
用

の
研
究
を
行
な
レ
、

併
せ
て
教
材
様
具
の

修
理
製
作
を
行
な
う
d

こ
れ
ら
の
理
科
教

育
の
史
践
的
研
究
を
通
じ
て
、
朝
日
町
小

中
学
校
の
科
学
．
技
術
教
育
の
向
上
を
阿

さあ
”

（貯話錫錦）第94号’3) 

る。二
、
事
業
本
年
度
は
設
置
初
年
度
で
も

あ
り、

教
材
、
実
験
器
材
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
今
年
は
ま
ず
中
学
校
理
科
術

品
の
充
実
活
用、

小
学
校
型
利
担
当
教
師

の
研
修
に
乗
出
す
こ
と
に
し
、

年
間
事
業

計
画
を
大
要
次
の
よ
う
に
き
め
た
。

ム
理
科
教
材
実
験
講
習
会
（
年
三
阿
）

学
年
別
に
そ
れ
ぞ
れ
の
講
引
会
場
に
区

域
理
科
担
当
教
師
全
員
集
合
し
て
セ

ン

タ
ー
研
修
員
を
講
師
に
研
究
す
る
。

ム
理
科
主
任
研
修
会
特
に
小
中
市
一

打

性
に
立
つ
角
度
か
ら
研
修
を
進
め
、
各

校
の
型
科
室
の
内
容
充
実
の
討
議
を
行

な
う
。

ム
野
外
研
究
、
特
に
小
川
を
中
心
と
し
た

地
域
の
生
物
、
地
学
の
総
合
的
研
究
、

指
導
内
容
の
整
備
を
図
る
。

ム
セ
ン
タ
ー
研
修
員
の
各
校
訪
問

専
任
主
事
及
び
研
修
員
が
各
校
を
訪
問

し
理
科
室
及
び
戸
外
環
境
の
整
備
、
都

日
円
器
材
の
取
扱
等
一
般
理
科
教
育
の
相

談
に
応
ず
る
。

ム
其
の
他
必
要
な
町一五米

…
東
京
朝
日
会
発
足
…
…
…

昭
和
訓
二
十
九
年
八
月
一
日
に
朝
日
町
が

誕
生
し
て
今
年
で
九
年
目
を
迎
え
、
在
京

朝
日
町
出
身
者
が
集
っ
て
、
郷
土
を
語
り

合
い
、
お
互
い
が
自
己
の
隆
生
の
率
を
得

る
た
め
に
京
京
朝
日
会
が
発
足
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
発
会
式
が
来
る
六
月
十
五
日
東
京
都

港
区
芝
白
金
台
町
H

八
芳
闇

u
で
、
本
村

町
長
、
小
坂
議
会
議
長
、
鹿
熊
県
議
、
古

市
阿
工
会
長
、
小
中
高
等
学
校
長
、
P
T

入
会
長
そ
の
他
各
界
代
表
者
を
招
い
て
は
間

大
に
行
わ
れ
ま
す
。

肺
結
核
の
予
防
に
つ
い
て

年
に

一
度
は
健
診
を

化
学
療
法
の
進
歩
と
マ

ス
イ
乍
の
発
肢

と
と
も
に
肺
外
科
の
長
足
な
進
歩
に
よ
っ

て
肺
結
核
に
よ
る
死
亡
中
が
大
変
減
少
し

－

－

て
い
る
こ
と
は
ご
存
じ
の
と
お

一
れ
J

F

り
で
あ
り
ま
す
。
紡
竹
内
の
場
合

一
，
、
－

最
も
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ

一
F
O
－
と
は
感
染
即
発
糾
で
は
な
い
こ

一
慎二

一

と
で
、
他
の
伝
染
病
と
異
っ
て

一
争
九
一

感
染
し
た
か
ら
必
ず
川
州
に
な

一
長
一

る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
の
で

－t
v

－r。

一
目
一

む
し
ろ
感
染
し
た
人
の
ほ
ん
の

一

E
一
一
部
の
み
が
医
者
の
門
を
く
ぐ

る
よ
う
に
な
る
の
で
大
部
分
の
人
た
ち
は

感
染
し
な
が
ら
何
ら
の
口
覚
症
状
を
以
す

‘，t
p
・．‘
．4
，a
，．． 
‘，‘，
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B
・B
‘，，，
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B
e
B
e
，ι
，・B
・．‘
．4
，‘，・・
g

－

一

日

本
体
眼
的
日
朝
日
地

一

る

一

度
第
二
回
大
会
は
五
月

一

コ

一

二
十
六
日
（
B
）
午
前

一
4
4

・

一
十
時
か
ら
小
丸
山
グ
ラ

一
行
一

…
一

ウ
ン
ド
で
、
町
内
の
小

一与一
4

一
こ
一

学
生
（
五
、
六
年
生
〉

一
4
コ
一
寸

一
中
学
生
（
二
、
＝
一
年
生

↑
大
一
づ
一
）

青
年
団
員
、
婦
人
会

ご
しi

一
盛

↑
員
、
保
育
所
児
童
な
ど

～

E
一
て

ん
約
二
千
人
が
参
加
し
て

一
也
一
回
一

開
か
れ
た
。

一
ー
：

・
lJ
－
午
前
八
時
三

O
分
、
打

一

日

一

参

了

り
上
げ
花
火
を
合
図
に

↑
関
一
人
一

泊
駅
前
か
ら
会
場
ま
で

一－

1
一

o
－
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
鼓
隊

～

祭

一

ω
一
を
先
頭
に
、役
員
、

mT

7
4
E
R
一

’－

会
員
、
青
年
団
員
、
中
学

一
括
一
円
三

生
と
つ
づ
き
、
し
ん
が

一
体
．

…

す

に

泊

小
学
校
鼓
笛
隊

－

二

一

と
ニ
百
四
十
名
の
堂
々

一
4
4

一
の
町
内
パ
レ
ー
ド
を
行

ト
「
コ

一
い
小
丸
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

一
｜

一
に
入
場
、
大
会
入
場
行

進
の
の
ち
、
本
村
町
長

る
こ
と
な
く
過
ご
し
て
い
る
の
で
す
。

役
場
や
保
健
所
は
毎
年
定
期
の
検
診
を
行

っ
て
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
向
転
者
の
発
見
に
つ

と
め
、

B
C
G
の
按
極
右
行
い
、
人
工
免

疫
の
匙
得
と
と
も
に
こ
れ
ら
の
人
々
の
他

政
官
町
に
当
た
っ
て
レ
る
の
で
す
が
、
今

一
歩
進
め
て
そ
の
症
状
お
よ
び
和
紙
的
な

子
防
法
に
つ
い
て
述
べ
て
参
考
に
供
し
た

い
と
思
い
ま
す。

帥
結
核
の
自
覚
抗
状
は
軽
い
場
合
は
な
く

た
だ
陸
時
診
断
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
に
よ

っ
て
の
み
発
見
さ
れ
る
。
ま
た
一
而
自
覚

杭
状
と
し
て
は
咲
、
照
展
、
呼
政
凶
難
、

血
痕
等
が
あ
っ
、
原
悶
不
明
の
微
熱
、
体

重
の
減
少
、
全
身
の
倦
怠
は
ま
ず
結
核
の

初
期
・
版
状
と
い
え
る
。

一
寸
防
法
と
し
て
は
年
一
聞
の
健
康
診
断
は

必
ず
受
け
る
ほ
か
、
晴
天
の
日
に
窓
お
よ

び
戸
を
開
き
、
新
し
い
主
気
、
直
射
日
光

の
励
ま
し
の
こ
と
ば
が
あ
4

て
、
参
加
者

二
千
人
の
H

若
い
力
H

大
合
唱
、
ラ
ジ
オ

体
採
の
あ
と
前
技
に
う
つ
っ
た
。
保
育
所

児
童
の
遊
ぎ
小
中
学
生
の
集
団
マ
ス
ゲ
ー

ム
、
泊
中
学
校
女
子
生
徒
の
体
育
ダ
ン
ス

な
ど
盛
会
裡
の
う
ち
に
無
事
終
了
し
た
。

｜
｜
堂
々
と
入
場
行
進
｜
｜

誠
一

を
入
れ
、
布
団
お
よ
び
粍
具
の
日
光
消
諒

等
を
行
う
よ
う
に
努
め
る
。

ま
た
家
庭
内
に
結
核
性
疾
患
者
の
あ
る
家

庇
は
、
三
ヶ
月
に
一

回
程
度
の
レ
ン
ト
ゲ

ン
透
視
、
医
師
の
健
康
診
断
を
受
け
、
食

時
、
寝
具
の
消
毒
お
よ
び
日
光
消
訴
を
行

う
こ
と
。
時
折
な
か
／
＼
な
お
り
に
く
い

感
冒
を
引
か
れ
る
方
も
レ
ン
ト
ゲ
ン
透
視

等
を
受
け
る
こ
と
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

・．
・．
ー，

・．
・．
・ー
’一

--・．
・．

町
営
ブ

i
ル

募
金
に
ご
協
力
を

朝
日
町
営
プ
l
ル
建
設
に
つ
い
て
は
、

町
民
各
位
の
ご
尽
力
に
よ
り
募
金
計
画
も

で
き
、
先
般
工
事
入
札
が
行
わ
れ
、
小
川

建
設
工
業
K
K
が
落
札
、
五
月
十
八
日
に

起
行
式
も
行
っ
て
八
月
上
旬
完
成
を
目
標

に
日
夜
工
事
が
施
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

募
金
計
画
と
政
納
状
況
は
次
の
と
お
り

で
あ
り
ま
す
が
、
期
成
同
盟
会
で
は
一
日

も
早
く
計
画
を
完
了
の
う
え
、
町
に
寄
附

採
納
し
、
立
派
に
工
事
完
成
を
み
た
く
、

町
民
各
位
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

建
設
資
金
の
一
政
寄
附
金
に
つ
き
ま
し

て
は
、
着
々
と
自
標
額
達
成
に
這
進
し
て

お
り
泊
小
学
校
P
T
A
（
七
二
一
二
、
三
八

六
円
）
泊
中
学
校
P
T
A
ハ
六
八

O
、
0

0
0円
）
特
志
寄
附
金
ハ
一
二
五
、

0
0

0
）
泊
二
区
（
本
町
・
中
町

・
上
町

・
東

草
野
・清
水
町・
幸
町

・
弥
生
町

・
大
屋
〉

宮
崎
地
区

・
笹
川
地
区
が
す
で
に
牧
納

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

泊
一
区
は
六
月
中
に
〈
一
部
牧
納
v
、
泊

三
区
は
八
月
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
牧
納
の
予

定
で
あ
り
ま
す
。

な
お
他
の
地
区
で
も
着
々
募
金
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

町
民
プ
l
ル
建
設
期
成
同
盟
会
。y』n
H
u
n『
u
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や
破
傷
菌
の
よ
う
に
芽
胞
を
形
成
す
る

も
の
で
は
焼
却
す
る
こ
と
が
最
も
安
全

で
す
。

家
畜
の
伝
染
病
は
飼
育
規
模
の
小
さ
か
二
、
予
防
接
種

っ
た
時
は
不
十
分
な
予
防
措
置
で
も
、

伝

多

く

の

伝
染
病
に
対
し
て
は
予
防
ワ
グ

染
病
の
発
生
を
見
る
こ
と
が
少
く
、
被
害
チ
ン
接
種
の
実
施
が
行
な
わ
れ
て
い
ま

も
比
較
的
程
く
す
み
ま
し
た
が
、
多
頭
羽
す
が
、
こ
の
予
防
接
種
の
完
全
な
る
実

飼
育
が
行
わ
れ
て
い
る
今
日
の
状
態
で
は
施
が
一
番
大
切
で
す
。
予
防
接
種
を
受

徹
底
し
た
予
防
措
置
を
と
ら
な
い
限
り
伝
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
定
の
病
気
に

染
病
の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
は
国
難
で
す
。
対
す
る
抵
抗
力
が
体
内
に
造
成
さ
れ
、

現
在
法
定
家
畜
伝
染
病
と
し
て
二
十
人
種

病
原
体
が
体
内
に
侵
入
し
て
も
増
殖
を

の
病
気
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
抑
圧
し
た
り
し
て
、
個
体
を
病
原
体
の

な
か
で
特
に
流
刊行
性
感
冒
（
牛
）

、
流

行

使

蝕

か

ら
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

性
脳
炎
（
牛
、
馬
、
め
ん
手
、
山
手
、
庇
二
一
、

寄

生

虫

の

駆

除

朝

日

農

菜

改

良

普

及

所

〉
、
結
核
病
（
牛
、

山
羊
）

、
収
コ

レ
ラ

ミ
ミ
S
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
b

湾
系
奈
川
（
号
、
宮
川
主
（
庇
）

ブ

ラ

ジ

ル

に

O
話
程
度
で
す
。

※

ι

滋

ひ

な

白

州

島

周

鶏

、

あ

ひ

る

な

お

特

殊

な

風

土

病

は

な

い

と

こ

ろ

で

す

鰍
室
W

）
は
発
生
が
多
く
み
ら
れ

北

陸

村

建

設

。
入
植
資
格
に
つ
い
て

長

．

園

紛

被

害

が

大

き

く

な

っ

て

い

一

こ

の

北

陸

村

入

植

者

に

つ

い

て

は

、

総

PR
約

ま

す

。

富

山

県

で

は

石

川

県

、

福

井

県

と

話

し

特

に

携

行

す

る

資

金

が

充

分

で

あ

る

と

様

割
部

保
て
清
掃
と
消
毒
合
っ
て
．
ブ
ラ
ジ
ル
に
北
陸
付
を
建
設
し
ま
認
め
ら
れ
る
場
合
は
働
き
手
が
二
人
〈

統

校

清

陥

は

病

原

体

の

緊

鐙

す

。

訴
し
い
天
地
に
精

一
杯
に
働
い
て
み
夫
婦
）
の
世
帯
で
も
資
格
が
あ
る
。

mm
首

F
紛
を
防
ぐ
上
に
設
も
重
要

た
い
と
い
う
人
に
は
こ
の
よ
う
に
海
外
岱
二
、
次
の
所
要
（
携
行
）
資
金
四
O
三、

液

－E
－一

段
な
作
業
で
す
。
家
市
の
住
の
道
が
あ
り
ま
す
。

0
00
円
の
用
意
の
で
き
る
も
の
で
あ

mm

’F－
似

糞

院
は
常
に

一
カ
所
に
北
陸
付
の
土
地
は
、
日
本
海
外

移

住

振

る

こ
と

総

書
店

潟

地

陪
限
山
川
さ
せ
て
施
肥
…
…
…
・
1

………

興
株
式

会

社

と

い

う

日

本

的

土

地

代

頭

金

三

万

門

戸
、
延
長
岐
に
用
い
る
こ
と
で
す
。

…
…
…
を
…
…
…
政
府

が

出

資

し

て

い

る

会

伸

生

活

費

一

O
万
円

－v
k
I
R
M
6
4
＼
？
糞
尿
に
は
種
々
の
純
語
…
…
…
：
…
…
…
社
が
外
務
省
の
指
導
の
も
的
住
宅
及
び
営
農
資
金
二
三
万
F

や
寄
生
虫
卵
が
混
入
し
て
い
る
の
で
こ
…
…
…
福
宮

…
…
…
と
に
昭
和
三
十
七

年

六

月

同

そ

の

他

の

経

費

四

万

三

千

円

の
処
理
の
適
否
は
耐
気
の
発
生
認
延
に
…
…
…

こ

…
…
…
に
入
手
し
た
土
地
で
、
約

O
入
植
条
件
に
つ
い
て

重
大
な
関
係
が
あ
る
の
で
、
特
に
党
以

………

｛

…
…
…
士
六

O
町
歩
あ
っ
て
、

六

入
植
者
に
は
二
戸
分
平
均
二
一
町
歩
に
区

が
流
出
し
た
場
合
は
伝
染
病
の
発
生
が
…
…
…

也
…
…
…

0
戸
の
段
家
に
配
分
す
る
画
し
た
も
の
を
分
壌
す
る
。

拡
大
す
る
お
そ
れ
が
多
い
こ
と
を
知
ら
…
…
…

i
…
…
…
子
定
で
す
。
。
北
隣
村
の
営
農
の
す
す
め
か
た

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
清
掃
は
…
…
…

戸に

…
…
…
北
比
付
は
サ
ン
パ

ウ
ロ
州
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
等
の
競
菜
栽
培
や
プ

消
毒
の
前
程
で
も
あ
り
ま
ず
か
ら
不
潔
…
…
…

＝
，
…
……

の
な
山
市
山
脈
の
後
ろ
に
あ
ド
ゥ
、
桃
、
柿
等
の
栄
樹
類
に
養
鶏
を
組

な
も
の
、
党
以
で
汚
れ
て
い
る
も
の
な
…
…
…
匹
川
…
…
…
た
る
山
の
ふ
も
と
に
肱
が
み
合
わ
せ
た
有
南
果
樹
園
芸
の
営
農
形
態

ど
に
は
消
存
薬
の
効
果
も
十
分
期
待
で
…
…
…

2
3

…
…
…
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
地
で
、
ま
ず
入
楠
第

一
期
（
五
カ
年
）
計
画

き
な
い
か
ら
で
す
。

次
に
消
毒
と
言
え
区
の
約
%
は
再
生
休
の
状
態
で
あ
り
、

約

（
詳
細
略
〉
な
お
五
年
目
〈
第
一
期
終
了

ぱ
一
般
に
消
毒
薬
を
撒
布
す
る
こ
と
の

バ
は
柿
木
林
約
成
り
の
%
は
現
在
畑
地
お
時
八

O
万
円
の
貯
蓄
で
き
る
見
込
み
）
の

よ
う
に
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
加
熱
よ
び
政
牧
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
二
回
資
本
の
蓄
積
に
よ
っ
て
第
二
期
の
計
画
に

消
携
は
故
も
簡
単
な
消
存
方
法
で
す
。
ー
さ
一同
一
薄
い
霜
が
降
り
る
程
度
で
年
平
均

移
る
。

た
と
え
ば
病
原
制
的
は
一
般
に
、
六
二
の
気
温
は
一
入
、
五
度
前
後
（
児
児
島
よ

O
募
集
に
つ
い
て

ー
六
五
度
の
湿
熱
で
三

O
分
正
確
に
加
り
も
暖
い
）
で
空
気
も
乾
燥
し
て
お
り
、
募
集
送
出
数
は
一

O
一
戸
で
常
時
山
申
し
込
み

熱
す
れ
ば
死
滅
し
ま
す
。
た
だ
炭
素
苗
年
間
の
雨
量
は

一
、
二

O
O
t
一、

三
O
受
け
付
け
ま
す
。
現
地
入
植
適
期
は
四
月

尺
貫
目
盛
付
計
量
器
は

早
く
切
り
か
え
よ
う

昭
和
三
十
七
年
一
月
よ
り
メ
ー
ト
ル
系

以
外
の
単
位
目
盛
付
計
量
器
は
使
用
禁
止

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

た
と
え
貫
と
砥
と
両
方
の
目
盛
が
あ
っ

て
も
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
す
べ
て
計
量

器
は
メ
ー
ト
ル
の
も
の
の
他
は
使
用
禁
止

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

定送印編
集
刷兼
発

価料所行

六六両朝

越日
円円町
印役

店IJ場

家
畜
の
伝
染
病
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

寄
生
虫
は
内
寄
生
虫
と
外
寄
生
虫
が
あ

り
ま
す
。
内
寄
生
虫
の
駆
除
は
一
般
に

春
秋
二
期
実
施
さ
れ
る
・
こ
と
が
望
ま
し

い
。
外
寄
生
虫
に
は
の
み
、
だ
に
、
し

ら
み
、
蚊
、
は
え
、
あ
ぶ
な
ど
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
外
寄
生
虫
の

駆
除
撲
或
は
一
般
に
困
難
と
さ
れ
て
い

る
か
ら
、
蚊
や
は
え
に
は
下
水
や
糞
尿

だ
め
の
整
備
、
あ
ぷ
や
汚
水
槽
の
清
掃

消
毒
、
五
%
D
D
V
P
剤
、
二
十
%
プ

レ
ミ
ア
ム
コ
ラ
ソ
ン
乳
剤
、
オ
ル
ソ
剤

（ゾ
l
ル
七
十
克
〉
を
撒
布
実
施
す
る

こ
と
で
す
。

精
神
薄
弱
者
の
職
親
募
集

民
生
課
で
は
精
神
薄
弱
者
の
職
親
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
精
神
薄
弱
者
の
自
立
更
生
を
は
か

る
た
め
、
一
定
期
間
職
親
に
あ
ず
け
、
生

活
指
導
お
よ
び
技
能
習
得
訓
練
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
就
職
に
必
要
な
素
地
を
与
え

る
と
’
と
も
に
、
雇
用
の
侭
進
と
職
場
に
お

け
る
定
着
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
す
。

精
神
薄
弱
者
職
親
は
、
精
神
薄
弱
者
の
更

正
援
護
に
熱
意
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
事
業

経
営
者
な
ど
の
私
人
で
、
精
神
薄
弱
者
を

信
分
の
も
と
に
あ
ず
か
り
、
そ
の
更
正
に

必
要
な
指
導
訓
諌
を
行
う
こ
と
を
希
望
さ

れ
る
方
の
う
ち
か
ら
適
当
と
認
め
ら
れ
た

者
で
、
頭
脳
的
働
き
を
除
き
、
作
業
過
程

が
比
較
的
単
純
で
あ
り
、
反
復
実
施
で
き

る
あ
ら
ゆ
る
業
種
が
該
当
し
ま
す
。

委
託
期
間
は
原
則
と
し
て
一
年
間
と
し
、

委
託
費
用
は
月
額
千
円
が
国
及
び
県
か
ら

職
親
に
わ
た
さ
れ
ま
す
。

職
親
を
希
望
さ
れ
る
方
は
役
場
民
生
課
ま

で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

． 

国
鉄
で
は
み
な
さ
ん
が
安
全
で
快
適
な

旅
行
が
で
き
ま
す
よ
う
、
列
車
の
安
全
を

守
る
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

列
車
や
尊
い
人
命
を
危
険
な
事
故
か
ら
守

る
た
め
、
次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ム
お
子
さ
ん
を
繰
路
附
近
で
遊
ば
せ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

ム
線
路
や
駅
構
内
に
立
ち
入
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

ム
踏
切
で
響
報
器
が
鳴
っ
て
い
る
と
き
は

絶
対
に
渡
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

ム
踏
切
で
汽
車
が
見
え
た
ら
波
ら
ず
に
ズ

ッ
ト
離
れ
て
待
ち
ま
し
ょ
う

中
旬

t
八
月
中
旬
で
出
発
は
申
し
込
み
し

て
か
ら
五
カ
月
か
か
り
ま
す
。

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
産
業
課
ま

た
は
県
梅
外
協
会
〈
県
庁
長
地
開
拓
課
内

）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

去
る
三
月
、
県
計
量
取
締
り
官
が
県
下

の
使
用
状
況
を
調
査
い
た
し
ま
し
た
結
果

は
、
朝
日
町
で
は
両
単
位
目
盛
（
尺
貫
、

メ
ー
ト
ル
〉
の
計
量
器
を
使
用
し
て
い
る

商
店
が
意
外
に
多
く
、
こ
ん
ど
の
調
査
中

最
も
不
良
で
あ
っ
た
と
、
ま
こ
と
に
不
名

誉
な
格
付
け
を
さ
れ
ま
し
た
。

メ
ー
ト
ル
法
完
全
切
替
え
に
な
っ
た
今

日
い
ま
だ
尺
貫
系
目
盛
の
計
量
器
使
用
は

時
代
の
逆
行
を
意
味
す
る
以
外
の
な
に
も

の
で
も
な
い
こ
と
を
情
ら
れ
違
反
と
し
て

摘
発
さ
れ
な
い
う
ち
早
急
に
切
り
替
え
ら

れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

全
国
計
量
器
臨
売
業
者
連
合
会
理
事

計

量
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中

野
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